
主体的に問いを立てて，他者と協働しながら解決していく力 

１自分から進んで取り組む力（主体性）  ２友達と協力する力（協働性） 

３自分らしく表現する力（創造性） ４みんなのことを考えみんなのために働く力（社会貢献

力） 

福山市立山南小学校 スタートカリキュラム計画 学校教育目標                                                    
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・幼児期に親しんだ活動（絵本・手遊びなど）を取り入れ、分かりやすく学びやすい環境を整える。（教師・視覚支援・スモールステップ・肯定的評価など） 
・生活科を中心とした合科的関連的な単元構成やモジュール学習などによる工夫を行い、児童の思いや願いを大切にした学習活動を通して、友達作りや安心感

につなげる。 

・学校行事を中心に、意図的に異学年や教職員、地域の人との交流の場を設定し、人との関わり方や活動の仕方を学ぶ機会とする。 

（たて割り班活動、学校探検、給食当番、清掃活動、青パト見学会 など） 

・連休明けや長期休業明けには、学校生活のリズムに慣れたり取り戻したりできるよう、生活科や音楽、図工、体育などを時間割に取り入れるなど時間割を工

夫する。 
・就学前の実態をふまえた児童理解を行い、活動の前に「園ではどうだった？」「やったことがある？」など、就学前の学びを生かした学習になるよう工夫する。 

・図書館補助員との連携を密にして、関連図書の収集、紹介、読み聞かせなどを依頼し、本に親しむ工夫を行う。 

・新一年生の存在に気付き、年長児にとって入学が楽

しみになるような活動を考え、一緒に活動する楽し

さや自分の成長が味わえるようにする。 

・新１年生を迎える準備を通して、自信や進級への期

待を持たせる。 

・これまでの成果物や作品整理を通して、自分や友達

の成長に気付き、よさを実感できるようにする。 

・幼保小連携について全職員の共通理解を図り、来年

度への協力体制を整える。 

 

園
・
所 

と
の
連
携 

・随時、児童の様子などについて情報交換し、必要に応じて通信のやり取りなどを通して情

報共有を行う。 

・山南スポーツフェスティバルでの「かけっこ」の競技に招待する。 

・山南フェスティバルのリハーサルに招待する。（若葉園・白百合保育園） 

・保育参観、アプローチカリキュラム・スタートカリキュラム

の交流等を通して、幼保小合同研修を行う。 

・生活科でつくったおもちゃを年長児とともに楽しむ。 

・国語科「手紙で知らせよう」の学習で、年長児に向けて入

学体験交流に招待する手紙を書く。（１月） 

・入学体験交流で園児が１年生の授業参観後、遊びや活動を

取り入れた体験授業を計画し、５年生が校内を案内する。

（２月） 

・各園に保育参観を実施し、来年度入学園児について情報交

換して日程について各保育所と連携を取る。（２・３月） 

 

家
庭
と
の 

連
携 

・入学式後に、担任の思いや学校生活について伝え、保護者からの質疑応答の時間を確保する。 

 
   ・１年間の子ども達の成長をスタートカリキュラムを踏まえ

てお知らせし、保護者にも成長を感じていただくととも

に、２年生への期待をもっていただく。 

 

 

 

・来年度入学説明会で、学校生活についての説明を行う。 

 

 

夢をもち、社会で活躍できる児童の育成 

生活科「みんななかよし」 
●２年生に学校を案内してもらう 
国語科「何て言おうかな」「どうぞよろしく」他 音楽科「うたってなかよし」 図画工作

科「すきなかたちやいろなあに」 

●年長児との交流 「すなやつちとなかよし」「なつはおもしろいことはいっぱい」 

（園に通信を届ける） 

道徳「あかるいあいさつ」「はりきりいちねんせい」「ぼくは給食当番」 

学活「どうぞよろしく」「楽しい給食」「日直・当番の仕事」「図書館の使い方」 

●新しい友達と仲良くなり、学校生活に慣れ、安心できるようにする 
生活科「わくわくどきどきをみつけよう」「ともだちとなかよくなろう」 

「学校と仲良くなろう」「はなややさいおおきくなってね」 

体育科「固定遊具を使った運動遊び」●２年生と一緒に活動する 
「新体力テスト」●６年生とペアで測定を行う 
「水遊び（水泳）」●２年生と水遊びを行う 

１年生を迎える会 ●縦割り班で、他学年児童との交流をもつ 
山南スポーツフェスティバル 
●２年生と一緒に競技の練習をする ●他学年の児童と一緒に競技を行う 

 

生活科「あきをみつけよう」「たのしいねあきの

あそび」「ようこそあきのテーマパークへ」 
●学習計画を自分達で立てて秋見付けに行く。年長児と秋見付けや制作を楽

しむ（園に通信を届ける） 

●集めた自然物を使って工夫して遊ぶ。栽培した花の種をプレゼントする。 

国語科「こんなことがあったよ」 

算数科「形遊び」「１０より大きい数」「たし算」「ひき算」図画工作科

「はこでつくったよ」「わくわくおはなしすごろく」 

社会見学 
学級活動「社会見学に向けて」２年生と一緒に計画を立て、実施する 

山南フェスティバル 
学級活動「山南フェスティバルに向けて」２年生と一緒に計画を立て、実施

する 

●他学年へ向けて発表する  

●発表会に向けて、４月から教科と関連させて学習を行う 

●発表会リハーサルに園児を招待する 

入学当初の児童の姿 
○小学校生活に対して、

不安な気持ちと楽しみ

な気持ちをもってい

る。 

○学校生活について分か

らないことが多い。 

〇何事にも進んで取り組

もうとする意欲があ

る。 

育ってほしい児童の姿 
○自分の考えをもち、表現

できる。 

○課題解決に向け主体的・

協働的に取り取む。 

 

 

生活科「かぞくだいすきだよ」 
国語科「手がみで知らせよう」道徳科「サバンナの子ども」 

●「すまいる大作戦」を計画し、家族の一員として自分にできることを考え実践する 

生活科「大きくなったね一年間」 

国語科「いいこといっぱい一年生」 

●参観日等で、できるようになったことを発表し、自信につなげる 

生活科「寒さの中で元気いっぱい」「もうすぐ２年生」 
●地域の方に昔遊びを教えてもらい、交流する お礼の手紙を書く 

国語科「手紙で知らせよう」学活「新１年生を迎えよう」 

●新１年生に向けて入学体験交流のお知らせの手紙を書く 

●新１年生に授業参観や交流活動を行う 

自分達が作ったおもちゃで遊びの広場を開き、年長児を招待して楽しむ（園に通信を

届ける） 

●児童会「六送会」：六年生への感謝の気持ちをもち、みんなで楽しい思い出を作る 

 

・学校生活に必要な約束やルール 

を知り、身の回りのことを自分でや

ろうとする。（トイレの使い方・ 

あいさつ・返事・時間など） 

・学校生活のリズムが身に付き、 

約束やルールを守ろうとする。 

・あいさつをする。 

・当番や係の仕事に進んで取り組む。 

・自分で考えて行動できる。 

 

・「知りたい」「やってみたい」と 

意欲的に取り組もうとする。 

（生活科を中心とした学習） 

 

・新しく出会う先生や友達と 

進んで関わろうとする。 

・友達や、身の回りの動植物の命を 

大切にしようとする。 

 

 ・経験したことなどを聞いたり、 

みんなの前で話したりする。 

・経験したことなどを友達と話し合っ

たり、絵や文章で表現したりする。 

・見たことやしたことなどを 

話し合ったり、詳しく書いたり、

発表したりする。 

る。 

・相手の思いに気付いたり、自分の 

気持ちを相手に伝えたりする。 

・友達のがんばりやよさを 

見付けて認めたり、伝えた

りする。 

 

・自分の成長に気付き、これまで

お世話になった人達に、感謝

の気持ちをもつ。 

 

３目標に向かってやり遂げる力（やりきる力） ４みんなのことを考え、みんなのために行動する力（社会貢献力） 

自分の考えをもち、他者と協働しながら解決しようとする 

１自分から進んで取り組む力（主体性）      ２友達と協力する力（協働性） 

必要に応じて、園と小学校の訪問・交流を実施する（交流打ち合わせ及び反省、情報交換 など） 

・各学期に一回実施される「生活ふり返り週間」へのコメントの依頼や規則正しい生活習慣の定着に向けた呼びかけを行う。 
・家庭学習や持ち物、学校行事、子ども達の学校生活の様子等について定期的に学級通信等で分かりやすく伝える。 
・通信や学級懇談会等で、学校行事に向けての取組の様子を知らせて保護者と共有し、保護者の安心感や子ども達の達成感・自信につなげる。 
・こまめに保護者と連携を取り合い、信頼関係を築く。 


